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日本における民間資料の現状とこれからの課題［1］








































































































































































































れた国際シンポジウム“Managing and Strengthening the Quality of 
Community Generated Archives”における報告である。当日英語で発表し
たものを日本語に翻訳した。
2─大藤修「近世文書論序説（上）：近世文書の特質とその歴史的背景
についての素描」、『史料館研究紀要』第22号、1991年、24 -39頁
3─冨善一敏「近世村落における文書整理・管理について：信州高島
領乙事村の事例から」、『記録と史料』2号、1991年、52 - 65頁
4─青木祐一「近世都市における文書管理について：「駿府町会所文
書」を中心に」、『千葉史学』第39号、2001年、8 -25頁
5─田中家文書調査会（代表：菅原憲二・千葉大学教授）による活動。安
藤正人『草の根文書館の思想』、岩田書院、1998年、43 -51頁、ほか。
6─天草史料調査会（代表：安藤正人・国文学研究資料館教授、当時）による
活動。現在は、天草市立天草アーカイブズの夏期史料調査事業として位置
付けられている。
7─岩手県釜石市役所津波被災行政文書復旧作業（代表：青木睦・国
文学研究資料館准教授）および、茨城文化財・歴史資料救済・保全ネットワー
ク準備会（茨城史料ネット）の活動。
報告｜日本における民間資料の現状とこれからの課題｜青木祐一097
